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●小学校でのフッ素化洗口と給食後の歯磨きについて 

Ｑ． 

市のホームページを見ると、11 月の更新で小中学校のフッ素化洗口について、※新型コ

ロナウイルス感染症の対策をとりながら実施しています。と記載があります。しかし、子

どもに聞いてもフッ素化洗口と給食後の歯磨きはずっとしていないと言っています。学校

によってやっている学校もあればやってない学校もあるのでしょうか。市のホームページ

の内容と子どもの話が逆です。うちの子は歯科矯正をしているので、給食後きちんと歯磨

きをしないと虫歯のリスクが高くなります。コロナ禍でフッ素化洗口や歯磨きを中止する

お便りを見ましたが、その後に再開のお便りを見たので、しているものだと思っていまし

た。しかし、していないと子どもの友達も言っていたので、していないのだなと思いまし

た。小学校単位で、する、しないの判断を任せているのでしょうか。ホームページにある

ようにコロナ感染症対策をした上で実施することが可能な状況ならば、判断を学校単位に

まかせず虫歯予防対策として全小中学校統一した対応をお願いしたいです。フッ素化洗口、

給食後の歯磨きの徹底を周知願いたいです。 

（令和 4年 12月受付） 

Ａ． 

 新型コロナウイルス感染症については、このところ再び感染が拡大しており、収束が

見通せない状況が続いております。市民の皆様には、不安な思いをさせておりますとと

もに、何かと不自由な生活をお願いしている現状に、皆様のご心労はいかばかりかと存

じます。 

 さて、小中学校でのフッ化物洗口や給食後の歯磨きの実施につきましては、新型コロ

ナウイルスの感染拡大以降、市内全校一律での実施は中止し、各学校の校長に判断を任

せております。その理由といたしましては、在籍している児童生徒数の違い、校舎の水

道設備の数の違い、また、学校によって感染状況も違うことから、一律に実施させるこ

とは難しいと考えております。各学校の校長は、自校の子ども達の命を守ることを第一

に考え、感染の拡大防止を優先した対応を行う必要があります。当該小学校へ確認した

ところ、感染状況を考慮し、９月８日以降中止しているとのことでありました。 

しかしながら、子どもたちが歯磨きをしないことで虫歯のリスクが高まることはご指摘

のとおりです。従いまして、歯磨きにつきましては、全校一律に実施はしないとしても、

工夫をすることで個別の対応はできるはずですので、この点につきましては、各学校へ

指導を行うよう市教育委員会へ指示いたします。 

 また、当該小学校では、「新型コロナウイルス感染症の対応について（お知らせ）」と

いう保護者宛文書を発出し、それまで中断しておりました、フッ化物洗口及び歯磨きを

再開する旨を周知したとのことでしたが、再度中止をするお便りは出されていないこと

がわかりました。この、中止をお知らせしない不適切な対応により、保護者の皆様に対

しまして御迷惑をお掛けしたことにつきまして、当該小学校に厳しく指導するよう、市

教育委員会へ指示いたしました。 

（令和 4年 12月 15日回答） 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


